
男女共同参画についての市民意識調査（単純集計表）
A.男女平等に関する意識について

問1　今の社会は男女の地位が平等になっていると思いますか。（それぞれについて〇は1つ）

（１）家庭の場

件数 割合

1 男性の方が非常に優遇されている 111 8.2%

2 どちらかといえば男性の方が優遇されている 524 38.8%

3 平等である 468 34.6%

4 どちらかといえば女性の方が優遇されている 88 6.5%

5 女性の方が非常に優遇されている 12 0.9%

6 わからない 111 8.2%

37 2.7%

1351 100.0%

（２）職場

件数 割合

1 男性の方が非常に優遇されている 159 11.8%

2 どちらかといえば男性の方が優遇されている 551 40.8%

3 平等である 326 24.1%

4 どちらかといえば女性の方が優遇されている 75 5.6%

5 女性の方が非常に優遇されている 17 1.3%

6 わからない 164 12.1%

59 4.4%

1351 100.0%

（３）学校教育の場

件数 割合

1 男性の方が非常に優遇されている 36 2.7%

2 どちらかといえば男性の方が優遇されている 167 12.4%

3 平等である 630 46.6%

4 どちらかといえば女性の方が優遇されている 45 3.3%

5 女性の方が非常に優遇されている 8 0.6%

6 わからない 397 29.4%

68 5.0%

1351 100.0%

無回答

合計

選択肢

選択肢

無回答

合計

選択肢

無回答

合計

資料４
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（４）政治の場

件数 割合

1 男性の方が非常に優遇されている 416 30.8%

2 どちらかといえば男性の方が優遇されている 588 43.5%

3 平等である 139 10.3%

4 どちらかといえば女性の方が優遇されている 17 1.3%

5 女性の方が非常に優遇されている 7 0.5%

6 わからない 134 9.9%

50 3.7%

1351 100.0%

（５）法律や制度の上において

件数 割合

1 男性の方が非常に優遇されている 149 11.0%

2 どちらかといえば男性の方が優遇されている 415 30.7%

3 平等である 406 30.1%

4 どちらかといえば女性の方が優遇されている 87 6.4%

5 女性の方が非常に優遇されている 22 1.6%

6 わからない 222 16.4%

50 3.7%

1351 100.0%

（６）社会通念・慣習・しきたりなど

件数 割合

1 男性の方が非常に優遇されている 254 18.8%

2 どちらかといえば男性の方が優遇されている 671 49.7%

3 平等である 200 14.8%

4 どちらかといえば女性の方が優遇されている 38 2.8%

5 女性の方が非常に優遇されている 5 0.4%

6 わからない 132 9.8%

51 3.8%

1351 100.0%

選択肢

無回答

合計

選択肢

無回答

合計

選択肢

無回答

合計
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（７）地域活動の場

件数 割合

1 男性の方が非常に優遇されている 79 5.8%

2 どちらかといえば男性の方が優遇されている 355 26.3%

3 平等である 533 39.5%

4 どちらかといえば女性の方が優遇されている 65 4.8%

5 女性の方が非常に優遇されている 12 0.9%

6 わからない 265 19.6%

42 3.1%

1351 100.0%

（８）社会全体

件数 割合

1 男性の方が非常に優遇されている 137 10.1%

2 どちらかといえば男性の方が優遇されている 718 53.1%

3 平等である 230 17.0%

4 どちらかといえば女性の方が優遇されている 72 5.3%

5 女性の方が非常に優遇されている 17 1.3%

6 わからない 142 10.5%

35 2.6%

1351 100.0%

選択肢

無回答

合計

選択肢

無回答

合計
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問２　「男は仕事、女は家庭」というような性別で役割を固定した考え方についてどう思いますか。（〇は1つ）

件数 割合

1 同感しない 763 56.5%

2 どちらともいえない 416 30.8%

3 同感する 102 7.5%

4 わからない 40 3.0%

30 2.2%

1351 100.0%

問２-１　問２で「１．同感しない」と答えられた方にお尋ねします。その理由はなぜですか。（〇は1つ）

件数 割合

1 性別によって役割を固定するのはおかしいから 336 44.0%

2 男女ともに働き、ともに家事・子育てをするのは当然だから 405 53.1%

3 その他 18 2.4%

4 0.5%

763 100.0%

問２-２　問２で「３．同感する」と答えられた方にお尋ねします。その理由はなぜですか。（〇は1つ）

件数 割合

1 社会の風潮・慣習だから 8 7.8%

2 男性は仕事に、女性は家事・子育てに向いてるから 48 47.1%

3 役割を分担するほうが効率がよいから 37 36.3%

4 その他 6 5.9%

3 2.9%

102 100.0%

選択肢

無回答

合計

選択肢

無回答

合計

無回答

選択肢

合計
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B.家庭生活について
問３あなた、配偶者（パートナー）が家事・育児・介護をする時間は、平日・休日を平均して1日どれくらいですか。（それぞれについて〇は1つ）

（１）あなたについて

件数 割合

1 15分未満 122 9.0%

2 15分～30分未満 103 7.6%

3 30分～1時間未満 178 13.2%

4 1時間～2時間未満 244 18.1%

5 2時間～3時間未満 180 13.3%

6 3時間以上 342 25.3%

182 13.5%

1351 100.0%

（２）配偶者（パートナー）について

件数 割合

1 15分未満 152 11.3%

2 15分～30分未満 89 6.6%

3 30分～1時間未満 125 9.3%

4 1時間～2時間未満 162 12.0%

5 2時間～3時間未満 121 9.0%

6 3時間以上 222 16.4%

7 配偶者（パートナー）はいない 352 26.1%

128 9.5%

1351 100.0%

問4　あなたのご家庭では、誰が主に担当していますか。（それぞれについて〇は1つ）

（１）家計における主な収入を得ている

件数 割合

1 すべて自分が担当 137 10.1%

2 主に自分が担当 217 16.1%

3 配偶者（パートナー）と自分が同じ程度に担当 204 15.1%

4 すべて配偶者（パートナー）が担当 91 6.7%

5 主に配偶者（パートナー）が担当 232 17.2%

6 主に他の人が担当 10 0.7%

7 わからない 19 1.4%

441 32.6%

1351 100.0%

選択肢

無回答

無回答

合計

合計

選択肢

無回答

合計

選択肢
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（２）掃除・洗濯をする

件数 割合

1 すべて自分が担当 246 18.2%

2 主に自分が担当 228 16.9%

3 配偶者（パートナー）と自分が同じ程度に担当 155 11.5%

4 すべて配偶者（パートナー）が担当 112 8.3%

5 主に配偶者（パートナー）が担当 182 13.5%

6 主に他の人が担当 20 1.5%

7 わからない 4 0.3%

404 29.9%

1351 100.0%

（３）食事の支度をする

件数 割合

1 すべて自分が担当 302 22.4%

2 主に自分が担当 187 13.8%

3 配偶者（パートナー）と自分が同じ程度に担当 94 7.0%

4 すべて配偶者（パートナー）が担当 169 12.5%

5 主に配偶者（パートナー）が担当 169 12.5%

6 主に他の人が担当 22 1.6%

7 わからない 3 0.2%

405 30.0%

1351 100.0%

（４）日々の家計を管理する

件数 割合

1 すべて自分が担当 278 20.6%

2 主に自分が担当 163 12.1%

3 配偶者（パートナー）と自分が同じ程度に担当 164 12.1%

4 すべて配偶者（パートナー）が担当 171 12.7%

5 主に配偶者（パートナー）が担当 136 10.1%

6 主に他の人が担当 12 0.9%

7 わからない 19 1.4%

408 30.2%

1351 100.0%

無回答

合計

選択肢

選択肢

無回答

無回答

合計

合計

選択肢
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（５）子どもの教育としつけをする

件数 割合

1 すべて自分が担当 65 4.8%

2 主に自分が担当 166 12.3%

3 配偶者（パートナー）と自分が同じ程度に担当 224 16.6%

4 すべて配偶者（パートナー）が担当 40 3.0%

5 主に配偶者（パートナー）が担当 99 7.3%

6 主に他の人が担当 7 0.5%

7 わからない 141 10.4%

609 45.1%

1351 100.0%

（６）乳幼児の世話をする

件数 割合

1 すべて自分が担当 89 6.6%

2 主に自分が担当 137 10.1%

3 配偶者（パートナー）と自分が同じ程度に担当 64 4.7%

4 すべて配偶者（パートナー）が担当 53 3.9%

5 主に配偶者（パートナー）が担当 102 7.5%

6 主に他の人が担当 7 0.5%

7 わからない 186 13.8%

713 52.8%

1351 100.0%

（７）高齢の家族の介護をする

件数 割合

1 すべて自分が担当 59 4.4%

2 主に自分が担当 85 6.3%

3 配偶者（パートナー）と自分が同じ程度に担当 81 6.0%

4 すべて配偶者（パートナー）が担当 32 2.4%

5 主に配偶者（パートナー）が担当 64 4.7%

6 主に他の人が担当 26 1.9%

7 わからない 313 23.2%

691 51.1%

1351 100.0%合計

選択肢

無回答

合計

選択肢

無回答

合計

選択肢

無回答
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（８）子どもの進路を決定する

件数 割合

1 すべて自分が担当 49 3.6%

2 主に自分が担当 86 6.4%

3 配偶者（パートナー）と自分が同じ程度に担当 299 22.1%

4 すべて配偶者（パートナー）が担当 28 2.1%

5 主に配偶者（パートナー）が担当 50 3.7%

6 主に他の人が担当 16 1.2%

7 わからない 165 12.2%

658 48.7%

1351 100.0%

（９）高額な買い物の決定をする

件数 割合

1 すべて自分が担当 69 5.1%

2 主に自分が担当 125 9.3%

3 配偶者（パートナー）と自分が同じ程度に担当 516 38.2%

4 すべて配偶者（パートナー）が担当 52 3.8%

5 主に配偶者（パートナー）が担当 87 6.4%

6 主に他の人が担当 7 0.5%

7 わからない 38 2.8%

457 33.8%

1351 100.0%

（10）地域活動へ参加する

件数 割合

1 すべて自分が担当 110 8.1%

2 主に自分が担当 178 13.2%

3 配偶者（パートナー）と自分が同じ程度に担当 211 15.6%

4 すべて配偶者（パートナー）が担当 52 3.8%

5 主に配偶者（パートナー）が担当 86 6.4%

6 主に他の人が担当 11 0.8%

7 わからない 179 13.2%

524 38.8%

1351 100.0%

選択肢

無回答

合計

選択肢

無回答

合計

選択肢

無回答

合計
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C.子育て・教育について
問5.　一般的に子どもには、どの程度の学歴が必要だと思いますか。女の子、男の子、どちらについてもお答えください。（それぞれについて〇は1つ）

（１）女の子の場合

件数 割合

1 中学校・支援学校中学部 12 0.9%

2 高等学校・支援学校高等部 239 17.7%

3 専門・専修学校 76 5.6%

4 短期大学・高等専門学校 194 14.4%

5 大学 702 52.0%

6 大学院 14 1.0%

7 その他 55 4.1%

59 4.4%

1351 100.0%

（２）男の子の場合

件数 割合

1 中学校・支援学校中学部 12 0.9%

2 高等学校・支援学校高等部 193 14.3%

3 専門・専修学校 58 4.3%

4 短期大学・高等専門学校 54 4.0%

5 大学 885 65.5%

6 大学院 34 2.5%

7 その他 58 4.3%

57 4.2%

1351 100.0%

選択肢

選択肢

無回答

合計

無回答

合計
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問6　子どもには、どのような生き方が望ましいと思いますか。女の子、男の子、どちらについてもお答えください。（それぞれについて〇は2つ）

（１）女の子の場合

件数 割合※

1 社会的な地位を得る 9 0.7%

2 経済的に自立した生活をする 520 38.5%

3 結婚して家庭に入る 119 8.8%

4 社会に貢献する 58 4.3%

5 本人の個性や才能を生かした生活をする 431 31.9%

6 本人の意思に任せる 759 56.2%

7 その他 4 0.3%

8 わからない 37 2.7%

58 4.3%

1995 ※分母1,351

（２）男の子の場合

件数 割合※

1 社会的な地位を得る 59 4.4%

2 経済的に自立した生活をする 677 50.1%

3 結婚して家庭に入る 31 2.3%

4 社会に貢献する 89 6.6%

5 本人の個性や才能を生かした生活をする 373 27.6%

6 本人の意思に任せる 679 50.3%

7 その他 6 0.4%

8 わからない 35 2.6%

55 4.1%

2004 ※分母1,351

選択肢

無回答

合計

選択肢

無回答

合計
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問７　学校の中での取り組みには、どのようなことが必要と思いますか。（〇はいくつでも）

件数 割合※

1 学校生活の中で性別による役割分担をなくす 684 50.6%

2 性別による区別をなくす 361 26.7%

3 進路指導や職業観の育成について、性別による区別なく能力を生かせるよう配慮する 801 59.3%

4 男女平等の意識を育てる授業をする 534 39.5%

5 セクシュアルマイノリティについて理解を深めるような授業をする 359 26.6%

6 男女平等についての理解が深まるように教職員に研修を行う 422 31.2%

7 校⾧や教頭に女性を増やしていく 298 22.1%

8 保護者に対して、様々な機会を通じて男女平等に対する理解を促す 270 20.0%

9 学校教育の中でする必要はない 56 4.1%

10 その他 30 2.2%

11 わからない 116 8.6%

47 3.5%

3978 ※分母1,351

無回答

合計

選択肢
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D.就労について

問８　女性が仕事に就くことについて、あなたはどう思いますか。（〇は1つ）

件数 割合

1 結婚や出産にかかわらず、仕事を続ける方がよい 521 38.6%

2 結婚するまで仕事に就き、結婚後は家事に専念するほうがよい 37 2.7%

3 子どもができるまで仕事に就き、子どもができたら家事や子育てに専念するほうがよい 85 6.3%

4 子育ての時期だけ一時的にやめ、その後はフルタイムで仕事を続ける方がよい 166 12.3%

5 子育ての時期だけ一時的にやめ、その後はパートタイムで仕事を続ける方がよい 252 18.7%

6 仕事にはつかない方がよい 3 0.2%

7 その他 137 10.1%

8 わからない 116 8.6%

34 2.5%

1351 100.0%

問９　女性が仕事に就くことについて、実際はどれにあてはまりますか。女性はご自身について、男性は配偶者（パートナー）についてお答えください。（〇は1つ）

件数 割合

1 結婚や出産にかかわらず、仕事を続けている 290 21.5%

2 結婚するまで仕事に就き、結婚後は家事に専念している 142 10.5%

3 子どもができるまでは仕事に就き、子どもができたら家事や子育てに専念している 109 8.1%

4 子育ての時期だけ一時やめ、その後はフルタイムで仕事を続けている 133 9.8%

5 子育ての時期だけ一時やめ、その後はパートタイムで仕事を続けている 318 23.5%

6 仕事に就いたことがない 24 1.8%

7 その他 38 2.8%

8 配偶者（パートナー）はいない 229 17.0%

68 5.0%

1351 100.0%

問10　男性が仕事に就くことについて、あなたはどう思いますか。（〇は1つ）。

件数 割合

1 結婚や出産にかかわらず、仕事を続ける方がよい 1092 80.8%

2 結婚するまで仕事に就き、結婚後は家事に専念するほうがよい 5 0.4%

3 子どもができるまで仕事に就き、子どもができたら家事や子育てに専念するほうがよい 12 0.9%

4 子育ての時期だけ一時的にやめ、その後はフルタイムで仕事を続ける方がよい 61 4.5%

5 子育ての時期だけ一時的にやめ、その後はパートタイムで仕事を続ける方がよい 6 0.4%

6 仕事にはつかない方がよい 2 0.1%

7 その他 65 4.8%

8 わからない 75 5.6%

33 2.4%

1351 100.0%

選択肢

無回答

合計

選択肢

無回答

合計

選択肢

無回答

合計
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問11　男性が仕事に就くことについて、実際はどれにあてはまりますか。男性はご自身について、女性は配偶者（パートナー）についてお答えください。（〇は1つ）

件数 割合

1 結婚や出産にかかわらず、仕事を続けている 1040 77.0%

2 結婚するまで仕事に就き、結婚後は家事に専念している 11 0.8%

3 子どもができるまでは仕事に就き、子どもができたら家事や子育てに専念している 13 1.0%

4 子育ての時期だけ一時やめ、その後はフルタイムで仕事を続けている 13 1.0%

5 子育ての時期だけ一時やめ、その後はパートタイムで仕事を続けている 9 0.7%

6 仕事に就いたことがない 5 0.4%

7 その他 14 1.0%

8 配偶者（パートナー）はいない 171 12.7%

75 5.6%

1351 100.0%

問12　収入を得る仕事に就いていない方にお尋ねします。あなたが、収入を得る仕事に就いていないのはなぜですか。（〇はいくつでも）

件数 割合※

1 家事・子育てに忙しい 50 3.7%

2 家族が反対している 4 0.3%

3 自分にあう条件の仕事がない 48 3.6%

4 仕事以外にやりたいことがある 9 0.7%

5 リストラ・倒産などにより解雇された 7 0.5%

6 高齢者や病人を介護している 36 2.7%

7 保育環境が整っていない 9 0.7%

8 健康上に問題がある 59 4.4%

9 定年退職をした 142 10.5%

10 就学中である 10 0.7%

11 働かなくても生活できる 41 3.0%

12 その他 50 3.7%

13 特に理由はない 48 3.6%

846 62.6%

1359 ※分母1,351

問12-1　あなたは今後働きたいとお考えですか。（〇は1つ）

件数 割合

1 はい 113 8.4%

2 いいえ 177 13.1%

3 どちらともいえない 98 7.3%

963 71.3%

1351 100.0%

選択肢

無回答

合計

選択肢

無回答

合計

選択肢

無回答

合計
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件数 割合※

1 家事・子育てに忙しい 41 3.0%

2 家族が反対している 1 0.1%

3 自分にあう条件の仕事がない 22 1.6%

4 仕事以外にやりたいことがある 7 0.5%

5 リストラ・倒産などにより解雇された 5 0.4%

6 高齢者や病人を介護している 13 1.0%

7 保育環境が整っていない 5 0.4%

8 健康上に問題がある 46 3.4%

9 定年退職をした 85 6.3%

10 就学中である 0 0.0%

11 働かなくても生活できる 57 4.2%

12 その他 37 2.7%

13 特に理由はない 36 2.7%

951 70.4%

1306 ※分母1,351

問13-1　あなたの配偶者（パートナー）は今後働きたいとお考えですか。（〇は1つ）

件数 割合

1 はい 52 3.8%

2 いいえ 175 13.0%

3 どちらともいえない 74 5.5%

1050 77.7%

1351 100.0%

問14　あなたは次のようなことを見たり受けたりしたことがありますか。（〇はいくつでも）

結果については、別紙「資料１」のP7に記載のとおり

問13　配偶者（パートナー）が収入を得る仕事に就いていない方にお尋ねします。
あなたの配偶者（パートナー）が、収入を得る仕事に就いていないのはなぜですか。（〇はいくつでも）

選択肢

無回答

合計

選択肢

無回答

合計
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問15　男女が対等に働いたり、地域も含めた社会の様々な場面で能力を活かして活躍するためには、どのようなことが必要だと思いますか。（〇はいくつでも）

件数 割合※

1 女性の雇用機会を拡大する 461 34.1%

2 賃金、昇給の男女格差をなくす 773 57.2%

3 男性中心の組織運営を見直し、女性管理職への登用を進める 417 30.9%

4 男女ともに、能力を発揮できる配置を行う 795 58.8%

5 能力主義・成果主義による昇進、昇格を行う 443 32.8%

6 男女ともに、能力、チャレンジ意欲を向上させための教育・研修機会を充実する 480 35.5%

7 結婚や出産にかかわらず働き続けられる職場の雰囲気づくり 767 56.8%

8 子育てや介護のための施設やサービスを充実させる 648 48.0%

9 男女ともに育児・介護休業など休暇を取りやすいようにする 667 49.4%

10 あらゆるハラスメントをなくす 478 35.4%

11 パートタイマーや派遣労働者の給与・労働条件を改善させる 541 40.0%

12 職場において男女が対等であるという意識を普及させる 378 28.0%

13 家庭において男女が対等であるという意識を普及させる 493 36.5%

14 女性自身の職業に対する自覚・意欲を高める 268 19.8%

15 その他 25 1.9%

16 わからない 75 5.6%

28 2.1%

7737 ※分母1,351

選択肢

無回答

合計
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E.仕事と生活の調和について

（１）希望

件数 割合

1 「仕事」を優先したい 84 6.2%

2 「個人の生活」を優先したい 461 34.1%

3 「仕事」と「個人の生活」をともに優先したい 645 47.7%

4 その他 11 0.8%

5 わからない 69 5.1%

81 6.0%

1351 100.0%

問16（１）希望で、「４．その他」を選択した場合は、具体的に入力してください。

（２）現実（現状）

件数 割合

1 「仕事」を優先している 1 9.1%

2 「個人の生活」を優先している 1 9.1%

3 「仕事」と「個人の生活」をともに優先している 0 0.0%

4 その他 7 63.6%

5 わからない 0 0.0%

2 18.2%

11 100.0%

問17　今後、男性が家事、子育て、介護、地域活動などに積極的に参加していくためには、どのようなことが必要だと思いますか。（〇はいくつでも）

件数 割合※

1 男女の役割分担について会社通念、慣習、しきたりを改めること 594 44.0%

2
男性が家事、子育て、介護、地域活動に参加することについて、
社会の意識を高めること

620 45.9%

3 家族の間で家事などの分担をするように十分話し合うこと 578 42.8%

4 労働時間の短縮などを進め、仕事以外の時間を多く持てるようにすること 469 34.7%

5 男性中心の生き方、考え方を改めること 428 31.7%

6 小さい時から男性に家事や子育てに関する教育をすること 546 40.4%

7 その他 28 2.1%

8 特に必要ない 73 5.4%

50 3.7%

3386 ※分母1,351

問16　あなたは、生活の中で仕事と個人の生活（家庭、地域活動など）でどちらを優先しますか。
（1）あなたの希望と（2）現実（現状）に最も近いものをそれぞれお答えください。（それぞれについて〇は1
つ）

選択肢

無回答

合計

選択肢

無回答

合計

選択肢

無回答

合計
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F.あらゆる暴力について

（１）あなたがされたこと

件数 割合※

1 生命の危機を感じるほどの暴力をふるわれた 18 1.3%

2 殴る、ける、突き飛ばす、引きずり回す、ものを投げられるなどの暴力をふるわれた 56 4.1%

3 気がすすまないと伝えているのに、性的な行為を強要された 54 4.0%

4 避妊に協力してくれなかった 31 2.3%

5 「食わせてやっている」とか「甲斐性なし」など言われた 57 4.2%

6 生活費を渡されなかった 38 2.8%

7 交友関係や電話・メールを細かく監視されたり、外出を制限された 30 2.2%

8 何を言っても⾧時間無視され続けた 39 2.9%

9 大声でどなられた 152 11.3%

10
無言電話や嫌がらせの電話をされたり、
メールやSNS等で不快な気持ちにさせる情報やメッセージを送られたり拡散された

16 1.2%

11 傷つくような言葉、人格を否定されるような言葉など、人権を侵害することを言われた 126 9.3%

12 元配偶者、元交際相手からしつこくつきまとわれた 22 1.6%

13 その他 15 1.1%

14 されたことはない 829 61.4%

190 14.1%

1673 ※分母1,351

問18（１）相手は誰ですか（あなたがされたこと）（〇はいくつでも）

件数 割合※

1 配偶者（パートナー） 316 23.4%

2 元配偶者（元パートナー） 59 4.4%

3 交際相手 17 1.3%

4 元交際相手 69 5.1%

5 その他 27 2.0%

812 60.1%

1300 ※分母1,351

選択肢

無回答

合計

問18　あなたは、配偶者（パートナー）や交際相手など親密な関係にある人（事実婚や元配偶者、元交際相手を含む）から、
次のようなことを「されたこと」「したこと」がありますか。（それぞれについて〇はいくつでも）

選択肢

無回答

合計

17 / 32 



（２）あなたがしたこと

件数 割合※

1 生命の危機を感じるほどの暴力をふるった 1 0.1%

2 殴る、ける、突き飛ばす、引きずり回す、ものを投げられるなどの暴力をふるった 18 1.3%

3 気がすすまないと伝えているのに、性的な行為を強要した 12 0.9%

4 避妊に協力しなかった 5 0.4%

5 「食わせてやっている」とか「甲斐性なし」などと言った 17 1.3%

6 生活費を渡さなかった 7 0.5%

7 交友関係や電話・メールを細かく監視されたり、外出を制限した 5 0.4%

8 何を言っても⾧時間無視し続けた 45 3.3%

9 大声でどなった 138 10.2%

10
無言電話や嫌がらせの電話をされたり、
メールやSNS等で不快な気持ちにさせる情報やメッセージを送られたり拡散した

3 0.2%

11 傷つくような言葉、人格を否定されるような言葉など、人権を侵害することを言った 68 5.0%

12 元配偶者、元交際相手にしつこくつきまとった 3 0.2%

13 その他 7 0.5%

14 したことはない 854 63.2%

217 16.1%

1400 ※分母1,351

問18（２）あなたがした相手は誰ですか（〇はいくつでも）

件数 割合※

1 配偶者（パートナー） 314 23.2%

2 元配偶者（元パートナー） 34 2.5%

3 交際相手 8 0.6%

4 元交際相手 38 2.8%

5 その他 11 0.8%

874 64.7%

1279 ※分母1,351

選択肢

無回答

合計

選択肢

無回答

合計
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問19　問18の（１）の行為を受けられた方にお尋ねします。 そのような行為を受けられてどうしましたか。（〇はいくつでも）

件数 割合※

1 警察に連絡、相談した 11 0.9%

2 公的機関の相談窓口に相談した 5 0.4%

3 家族や親族に相談した 55 4.4%

4 友人や知人に相談した 48 3.8%

5 加害者から逃げた 31 2.5%

6 我慢した 131 10.4%

7 加害者が謝ってくれたので許した 29 2.3%

8 どこ（だれ）にも相談しなかった 58 4.6%

9 その他 15 1.2%

871 69.5%

1254 100.0%

問20　問19で「８．どこ（だれ）にも相談しなかった」と答えられた方にお尋ねします。 あなたがどこ（だれ）にも相談しなかった（できなかった）のは、なぜですか。（〇はいくつでも）

件数 割合※

1 どこ（だれ）に相談してよいのかわからなかった 5 8.6%

2 相談しても無駄だと思った 23 39.7%

3 世間体が悪い 4 6.9%

4 そのことについて思い出したくない 8 13.8%

5 自分が暴力を受けているという認識がなかった 3 5.2%

6 相談したことが分かると仕返しを受けたり、もっとひどい暴力を受けると思った 3 5.2%

7 相談先の担当者の言動により不快な思いをさせられると思った 1 1.7%

8 自分さえ我慢すれば、なんとかこのままやっていけると思った 20 34.5%

9 恥ずかしくてだれにも言えなかった 9 15.5%

10 加害者に「誰にも言うな」と脅された 0 0.0%

11 他人を巻き込みたくない 9 15.5%

12 自分にも悪いところがある 9 15.5%

13 相談するほどのことではないと思った 27 46.6%

14 その他 6 10.3%

1 1.7%

128 ※分母58

選択肢

無回答

合計

選択肢

無回答

合計
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件数 割合※

1 配偶者暴力相談支援センター 80 5.9%

2 法務局、人権擁護委員 58 4.3%

3 女性のための総合的な施設 171 12.7%

4 警察 856 63.4%

5 市役所の相談窓口 454 33.6%

6 上記1～5以外の公的な機関 23 1.7%

7 民間の専門家や専門機関 247 18.3%

8 その他 10 0.7%

9 1つも知らない 234 17.3%

91 6.7%

2224 ※分母1,351

問22　配偶者等からの暴力、セクシュアル・ハラスメント、性犯罪など、暴力をなくすためにはどのようなことが必要だと思いますか。（〇はいくつでも）

件数 割合※

1 法律・制度の制定や見直しを行う 520 38.5%

2 犯罪の取り締まりを強化する 495 36.6%

3 被害者の相談窓口や保護施設を充実させる 601 44.5%

4 暴力を許さない社会づくりに向けて意識啓発をする 395 29.2%

5 子どもの頃から、学校における人権教育を充実させる 629 46.6%

6 子どもの頃から、家庭における人権教育を充実させる 544 40.3%

7 メディア倫理規定を強化する 155 11.5%

8
過激な内容のDVD、ゲームソフトなどの販売や貸出、インターネット上の動画の
閲覧を制限する

355 26.3%

9 その他 32 2.4%

10 わからない 140 10.4%

74 5.5%

3940 ※分母1,351

選択肢

無回答

合計

問21　あなたは配偶者（パートナー）など親密な関係にある人（事実婚や元配偶者、元交際相手を含む）からの
暴力（殴る、ける、無視するなどの身体敵、心理的な暴力）について、相談窓口としてどのようなものを知っていますか。（〇はいくつでも）

選択肢

無回答

合計
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G.男女共同参画社会づくりについて

問23　あなたは八尾市男女共同参画センター「すみれ」を知っていますか。（〇は1つ）

件数 割合

1 知っている 126 9.3%

2 知らない 1154 85.4%

71 5.3%

1351 100.0%

問23-1　問23で「１．知っている」と答えられた方にお尋ねします。八尾市男女共同参画センター「すみれ」を利用したことがありますか。（〇は1つ）

件数 割合

1 利用したことがある 8 6.3%

2 利用したことがない 115 91.3%

3 2.4%

126 100.0%

問23-2　問23-1で「２．利用したことがない」と答えられた方にお尋ねします。その主な理由はなぜですか。（〇は1つ）

件数 割合

1 場所が分からない 0 0.0%

2 利用したい時間（曜日）に開館していない 3 2.6%

3 利用したい情報などがない 9 7.8%

4 特に利用する必要がない 70 60.9%

5 何をしているところかわからない 17 14.8%

6 参加したい講座などがない 1 0.9%

7 交通が不便 0 0.0%

8 その他 1 0.9%

14 12.2%

115 100.0%

問23　男女共同参画社会とは「男性も女性も、意欲に応じて、あらゆる分野で活躍できる社会」と内閣府は定めています。
男女共同参画を推進することを目的に、市民の交流、情報提供、学習及び相談の場として
八尾市男女共同参画センター「すみれ」を設置しています。

選択肢

無回答

合計

無回答

合計

選択肢

選択肢

無回答

合計
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問24　男女共同参画を進めていく上で、行政（国・府・市）は、どのようなことに力を入れるのがよいと思いますか。（〇はいくつでも）

件数 割合※

1 男女平等の視点で法律や制度を改める 504 37.3%

2 学校教育において、男女共同参画を徹底させる 395 29.2%

3 社会教育や生涯学習の分野で、男女共同参画についての理解を深める機会をつくる 451 33.4%

4 女性の就労機会を増やし、経済的自立を支援する 453 33.5%

5 採用・昇進・賃金など、就労の場における男女格差をなくす 628 46.5%

6 すべての労働者が、仕事と家庭の両立ができるように支援する 653 48.3%

7 女性の生き方に関する情報提供や交流の場、相談、学習の場うぃ充実させる 248 18.4%

8 政策決定の場に女性を積極的に登用する 291 21.5%

9
男女共同参画社会を進める為の拠点として設置した男女共同参画センターの
機能の拡充を図る

191 14.1%

10 地域活動で活躍する女性リーダーを養成する 153 11.3%

11 障がいや国籍などにより、さらに困難な状況に置かれる女性への支援を進める 210 15.5%

12 その他 31 2.3%

13 特に必要ない 28 2.1%

14 わからない 168 12.4%

46 3.4%

4450 ※分母1,351

選択肢

無回答

合計
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問25　男女共同参画を推進するための八尾市の次の①～⑩の取り組みについて、現在の満足度をお答えください。（①～⑩それぞれについて〇は1つ）

（１）ワークライフバランス（仕事と生活の調和）の推進

件数 割合

1 満足 30 2.2%

2 どちらかといえば満足 163 12.1%

3 どちらかといえば不満 132 9.8%

4 不満 81 6.0%

5 どちらともいえない 738 54.6%

207 15.3%

1351 100.0%

（２）あらゆる分野への女性の参画推進

件数 割合

1 満足 31 2.3%

2 どちらかといえば満足 156 11.5%

3 どちらかといえば不満 144 10.7%

4 不満 65 4.8%

5 どちらともいえない 741 54.8%

214 15.8%

1351 100.0%

（３）女性の職業生活における活躍支援

件数 割合

1 満足 28 2.1%

2 どちらかといえば満足 147 10.9%

3 どちらかといえば不満 157 11.6%

4 不満 78 5.8%

5 どちらともいえない 723 53.5%

218 16.1%

1351 100.0%

（４）生涯を通じた健康への支援

件数 割合

1 満足 52 3.8%

2 どちらかといえば満足 264 19.5%

3 どちらかといえば不満 171 12.7%

4 不満 79 5.8%

5 どちらともいえない 579 42.9%

206 15.2%

1351 100.0%

無回答

合計

選択肢

選択肢

無回答

合計

選択肢

無回答

合計

選択肢

無回答

合計
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（５）女性に対するあらゆる暴力の根絶

件数 割合

1 満足 31 2.3%

2 どちらかといえば満足 115 8.5%

3 どちらかといえば不満 151 11.2%

4 不満 110 8.1%

5 どちらともいえない 727 53.8%

217 16.1%

1351 100.0%

（６）様々な困難を抱える人々への支援

件数 割合

1 満足 35 2.6%

2 どちらかといえば満足 130 9.6%

3 どちらかといえば不満 182 13.5%

4 不満 107 7.9%

5 どちらともいえない 683 50.6%

214 15.8%

1351 100.0%

（７）子どもの頃から男女共同参画意識を育てる 

件数 割合

1 満足 35 2.6%

2 どちらかといえば満足 139 10.3%

3 どちらかといえば不満 150 11.1%

4 不満 55 4.1%

5 どちらともいえない 757 56.0%

215 15.9%

1351 100.0%

（８）様々な分野への男女共同参画の意識啓発

件数 割合

1 満足 30 2.2%

2 どちらかといえば満足 138 10.2%

3 どちらかといえば不満 140 10.4%

4 不満 61 4.5%

5 どちらともいえない 764 56.6%

218 16.1%

1351 100.0%

選択肢

無回答

合計

選択肢

無回答

合計

選択肢

無回答

合計

選択肢

無回答

合計
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（９）地域における男女共同参画の推進

件数 割合

1 満足 29 2.1%

2 どちらかといえば満足 147 10.9%

3 どちらかといえば不満 132 9.8%

4 不満 56 4.1%

5 どちらともいえない 766 56.7%

221 16.4%

1351 100.0%

（10）男女共同参画推進の拠点施設の充実

件数 割合

1 満足 31 2.3%

2 どちらかといえば満足 112 8.3%

3 どちらかといえば不満 125 9.3%

4 不満 62 4.6%

5 どちらともいえない 804 59.5%

217 16.1%

1351 100.0%

選択肢

無回答

合計

選択肢

無回答

合計
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問26　困難な問題を抱える女性が、支援につながりやすい体制をつくるために、必要だと思う取り組みは何ですか。（〇はいくつでも）

件数 割合※

1 学校内での相談体制整備 326 24.1%

2 市民に対する啓発や情報提供を行う 393 29.1%

3 メールやSNSによる相談窓口の拡充 411 30.4%

4 専門的な相談機関の整備 501 37.1%

5 同年代の女性相談員による相談受け付け 313 23.2%

6 いつでも安心して話ができる居場所づくり 614 45.4%

7 支援を行う関係機関の連携強化 401 29.7%

8 アウトリーチによる早期発見 317 23.5%

9 その他 15 1.1%

10 わからない 168 12.4%

171 12.7%

3630 ※分母1,351

選択肢

無回答

合計

問26　困難な問題を抱える女性の福祉の増進を図るため、令和6年4月1日に「困難な問題を抱える女性への支援に関する法律」
（女性支援法）が施工されました。一人ひとりのニーズに応じた支援を行い、安心して、かつ、自立して暮らせる社会の実現を
目指すための法律です。困難な問題を抱える女性が、支援につながりやすい体制をつくるために、必要だと思う取り組みはなんですか。

26 / 32 



H.あなた自身について

問27　あなたの年齢について教えてください。（〇は1つ）

件数 割合

1 10代 10 0.7%

2 20代 79 5.8%

3 30代 148 11.0%

4 40代 188 13.9%

5 50代 272 20.1%

6 60代 211 15.6%

7 70代 430 31.8%

13 1.0%

1351 100.0%

問28　あなたの性別を教えてください。（〇は1つ）

件数 割合

1 女性 750 55.5%

2 男性 566 41.9%

3 女性・男性と答えることに抵抗を感じる 12 0.9%

4 その他 3 0.2%

20 1.5%

1351 100.0%

選択肢

無回答

合計

選択肢

無回答

合計
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問29　あなたは結婚していますか（事実婚を含む）。（〇は1つ）

件数 割合

1 結婚していない 285 21.1%

2 結婚している 824 61.0%

3 結婚したが、離別または死別している 216 16.0%

4 その他 6 0.4%

20 1.5%

1351 100.0%

問29-1　配偶者(パートナー)や交際相手など親密な関係にある人（注１）の性別を教えてください。（〇は1つ）

件数 割合

1 女性 392 29.0%

2 男性 488 36.1%

3 女性・男性と答えることに抵抗を感じる 12 0.9%

4 その他 14 1.0%

5 親密な関係にある人はいない 209 15.5%

236 17.5%

1351 100.0%

問30　あなたが一緒に住んでいる人を教えてください。（あてはまるものすべてに〇）

件数 割合

1 単身 189 14.0%

2 配偶者（パートナー） 865 64.0%

3 子ども 516 38.2%

4 祖父母 60 4.4%

5 その他 157 11.6%

27 2.0%

1814 ※分母1,351

問31　令和７年４月１日時点のあなたが同居している、一番下のお子さんの年齢を教えてください。（〇は1つ）

件数 割合

1 子どもはいない 570 42.2%

2 3歳未満 62 4.6%

3 3歳～6歳 52 3.8%

4 7歳～12歳 62 4.6%

5 13歳～15歳 55 4.1%

6 16歳～19歳 65 4.8%

7 20歳以上 298 22.1%

187 13.8%

1351 100.0%

選択肢

無回答

合計

選択肢

無回答

無回答

合計

選択肢

無回答

合計

合計

選択肢
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問32　あなた、配偶者（パートナー）の職業は。（それぞれについて〇は１つ）

（１）あなたについて　「主な仕事」について教えてください。

件数 割合

1 正社員・正職員（フルタイム） 407 30.1%

2 契約社員や派遣社員（フルタイム） 56 4.1%

3 パートタイマーやアルバイト 228 16.9%

4 自営業又は家族従業員 83 6.1%

5 家事専業 153 11.3%

6 在学中 21 1.6%

7 無職（家事専業を除く） 259 19.2%

8 その他 42 3.1%

102 7.5%

1351 100.0%

（１）あなたについて　「勤務地」について教えてください。

件数 割合

1 勤務していない 300 22.2%

2 八尾市（在宅勤務含む） 386 28.6%

3 大阪市内 218 16.1%

4 大阪府内（八尾市・大阪市以外） 155 11.5%

5 その他 38 2.8%

254 18.8%

1351 100.0%

（１）あなたについて　「通勤時間」について教えてください。

件数 割合

1 通勤していない 292 21.6%

2 30分未満 398 29.5%

3 30分～1時間未満 201 14.9%

4 1時間～1時間30分未満 111 8.2%

5 1時間30分～2時間未満 20 1.5%

6 2時間以上 19 1.4%

310 22.9%

1351 100.0%

選択肢

無回答

合計

選択肢

無回答

合計

選択肢

無回答

合計
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（１）あなたについて　「週におよそ働く日数」について教えてください。

件数 割合

1 なし 331 24.5%

2 1～3日 124 9.2%

3 4～５日 558 41.3%

4 それ以上 126 9.3%

212 15.7%

1351 100.0%

（１）あなたについて　「１日に仕事（在宅就労を含む）をする時間」について教えてください。

件数 割合

1 なし 306 22.6%

2 4時間未満 65 4.8%

3 4時間～6時間未満 131 9.7%

4 6時間～8時間未満 253 18.7%

5 8時間～10時間未満 282 20.9%

6 10時間～12時間未満 51 3.8%

7 12時間以上 25 1.9%

238 17.6%

1351 100.0%

（１）あなたについて　「昨年（2024年）の年収（税込）」について教えてください。

件数 割合

1 収入はない 179 13.2%

2 103万円未満 214 15.8%

3 103万円～130万円未満 78 5.8%

4 130万円～200万円未満 100 7.4%

5 200万円～300万円未満 146 10.8%

6 300万円～400万円未満 125 9.3%

7 400万円～500万円未満 109 8.1%

8 500万円～1,000万円未満 158 11.7%

9 1,000万円以上 32 2.4%

210 15.5%

1351 100.0%

選択肢

無回答

選択肢

無回答

合計

選択肢

無回答

合計

合計
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（２）配偶者（パートナー）について　「主な仕事」について教えてください。

件数 割合

1 正社員・正職員（フルタイム） 311 23.0%

2 契約社員や派遣社員（フルタイム） 38 2.8%

3 パートタイマーやアルバイト 132 9.8%

4 自営業又は家族従業員 104 7.7%

5 家事専業 109 8.1%

6 在学中 1 0.1%

7 無職（家事専業を除く） 176 13.0%

8 その他 28 2.1%

9 配偶者（パートナー）はいない 284 21.0%

168 12.4%

1351 100.0%

（２）配偶者（パートナー）について　「勤務地」について教えてください。

件数 割合

1 勤務していない 223 16.5%

2 八尾市（在宅勤務含む） 252 18.7%

3 大阪市内 166 12.3%

4 大阪府内（八尾市・大阪市以外） 116 8.6%

5 その他 46 3.4%

548 40.6%

1351 100.0%

（２）配偶者（パートナー）について　「通勤時間」について教えてください。

件数 割合

1 通勤していない 223 16.5%

2 30分未満 250 18.5%

3 30分～1時間未満 163 12.1%

4 1時間～1時間30分未満 82 6.1%

5 1時間30分～2時間未満 18 1.3%

6 2時間以上 17 1.3%

598 44.3%

1351 100.0%

選択肢

無回答

合計

選択肢

無回答

合計

選択肢

無回答

合計
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（２）配偶者（パートナー）について　「週におよそ働く日数」について教えてください。

件数 割合

1 なし 258 19.1%

2 1～3日 71 5.3%

3 4～５日 373 27.6%

4 それ以上 131 9.7%

518 38.3%

1351 100.0%

（２）配偶者（パートナー）について　「１日に仕事（在宅就労を含む）をする時間」について教えてください。

件数 割合

1 なし 243 18.0%

2 4時間未満 38 2.8%

3 4時間～6時間未満 76 5.6%

4 6時間～8時間未満 158 11.7%

5 8時間～10時間未満 225 16.7%

6 10時間～12時間未満 58 4.3%

7 12時間以上 17 1.3%

536 39.7%

1351 100.0%

（２）配偶者（パートナー）について　「昨年（2024年）の年収（税込）」について教えてください。

件数 割合

1 収入はない 179 13.2%

2 103万円未満 117 8.7%

3 103万円～130万円未満 49 3.6%

4 130万円～200万円未満 56 4.1%

5 200万円～300万円未満 93 6.9%

6 300万円～400万円未満 61 4.5%

7 400万円～500万円未満 71 5.3%

8 500万円～1,000万円未満 134 9.9%

9 1,000万円以上 22 1.6%

10 知らない 61 4.5%

508 37.6%

1351 100.0%合計

無回答

合計

選択肢

無回答

合計

選択肢

無回答

選択肢
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